
提案から実践へ、次期学習指導要領を見据えた探究学習
～３学年のＥＳＤ学習における「真正の学び」～

１．研究の背景

令和７年度山ノ内中学校３学年（代表者：島田俊哉）

地域活性化の方策を討論会で町に提案して終わる従来の学習を見直し、生徒が地域の当事者として行
動し「外部の“ヒト”」と協働する「実践・協働型」へと転換。「当事者性の向上・PDCAの実質
化・属人化の緩和」を実現。これらのカリキュラム・マネジメントを次期ＣＳで重視される「真正の
学び・実現可能性」を軸とした構造に位置づけた。※ＥＳＤ：Education for Sustainable Development(持続可能な開発のための教育)

キーワード：カリキュラム・マネジメント、ESD、探究学習、次期学習指導要領

2．転換の方向性
【本校の課題】

・学習のゴールが「提案」で終わってしまっていたことで
当事者意識に欠けたままの学習になっていた

・様々な立場の大人が参加し、良質なフィードバックが得
られる討論会という場にもかかわらず、提案の質が低い
（PDCA(探究サイクル)の機能不全）

・教員の異動等に伴う属人化による、コンテンツへの依存
やカリキュラム・マネジメントの形骸化

【新ＣＳの方向性】

・全ての子どもに、社会の創り手としての資質・能力を育
成する有意味で深い学び(真正の学び)［石井(2025)］
→学校外や将来の社会に接続された課題に向き合い、学
問の本質や社会的実践と接続する「生きて働く」学び

・授業時数や指導内容を含めた教育課程の在り方は、子供
たちに求められる資質・能力や学習状況などを総合的に
考慮した上で（中略）過度な負担・負担感が生じにくい
在り方を追求する［文部科学省(2025)］
→実現可能性の確保

【提案から実践へ】

【前年度の提案の批判的継承】(下載の表は抜粋)

・前年度の提案を次年度の生徒が批判的に検討し実践を更新する過程が繰り返さ
れることで、個人単位ではなくプロジェクト単位での「計画―実行―検証―改
善」の循環が成立し、擬似的な探究サイクルが形成された

【地域との積極的な協働】

目的（ゴール） 生徒の立場 評価の観点

提案型
討論会でのアイデア
の提案

提案の実現を他者に
任せる

提案（成果物）の
完成度

実践型
解決策の実行･修正
(探究のサイクルと
の親和性の高さ)

当事者として自らが
試行錯誤する

判断と行動のプロセ
ス

参照した提案
(旧３学年)

生徒が立ち上げた
プロジェクト

プロジェクトとしてのゴール

・町民・小中学
校合同文化祭
・特産を生かし
たスイーツ

地域合同文化祭
地域イベント創造
「わたりんご」開発
山中アロマ

町民・小中合同文化祭の開催
地域でのコスプレイベントの開催
地域の代表的なスイーツ作り
アロマを生かした取り組み

3．学習の実際

「わたりんご」開発
地域イベント

創造
地域合同文化祭 山中アロマ

写真スポット
設置・発信

・探究のゴールを提案ではな
く「実践過程における検証
と改善」に置き直したこと
で、生徒は課題を自分事と
し、地域との関係も一方向
的な評価から協働的な支援
へと転換
・討論会はゴールではなく通
過点となった

・大人の指摘を取り入れて再
提案し、実現

・地域からの制約や意見は単
なる否定ではなく、探究を
前進させる評価として、生
徒の改善行動を促した

・安易な地域課題解決ではな
く、子どもの興味関心に依
拠する重要性

・ゴール達成を第一としない ・願いをもった後、今後の活
動をどう進めるかで多くの
時間を要し、DoやCheckま
では十分に行えなかった

・探究学習において、知的理
解が深まることと、主体的
な実践が進むことは必ずし
も直線的に結びつくわけで
はない

・一定の実践(Do)は行われた
ものの、活動の意義や地域
との関係性を生徒が十分に
実感するには至らず、やや
消極的な生徒が多かった

・成果物の作成自体が探究学
習の成立を保証するもので
はなく、活動に向かう動機
や当事者意識が重要

後輩への活動報告会

・来年度２～３学年が協同してプロジェクトを進めていくことに（教師の負担も軽減）
・生徒自身による探究過程の再構成、他学年への学習の可視化、次年度のテーマ設定や
学習の方向性を調整するためのフィードバック機能を果たした

４．成果と課題
成果：「真正の学び」の実現・属人化を打破する学習文化の循環
→・本単元の「真正の学び」は、外在的な社会貢献の達成ではなく、実社会の制約の中で判断を更新し続ける経験
→・教師は「教える→共に探究する（教師も地域活性化の領域は専門外・教師の助言の採否を生徒が選択する関係性）」存在へ
→・オーナーシップはできるだけ生徒に、そこに教師が伴走するという構図が持続可能なカリキュラムマネジメントへの鍵
課題：振り返りの在り方、教科学習の知識をESDでどう活用したのかを生徒が自覚できる手立ての充実
（参考文献）石井英真「次期学習指導要領に向けた内容の重点化・構造化のあり方」、文部科学省「論点整理」

・改めて自分たちで計画を考えて町の未来のために行動、実現するのはとても大変で難しいことなのに、素晴らしいなと思いました。私たちも
３年生みたいに町の活性化を目指していきたい。（１年生）
・調べて発信するだけだとネットにだいたい書いてあるからつまらなかったし、やる気もあまりなかったけれど自分たちで調べて写真で撮った
ものの改善点を考えたり人に発表したりすることでやる気も出たし、いろいろな意見が出てたのしかった。（３年生・写真スポット設置班）

祭り担当者との打合討論会資料

販売風景と完成品 祭り当日の様子

生徒作成のチラシ２種

後輩への報告会資料

町担当者による説明

討論会での発表

顔はめパネルの試作

パンフレットの試作

・実現を目指すことで、学校外の力が必要になり、必要感ある地域との協働に
→人材を確保、仲介する部署の必要性
→大人の評価による試行錯誤(社会の壁(真正の学び)との出会い)

Ｒ８の流れ


